
あ

と

が

き

『
牧
園
町
郷
土
誌
』
は
、

昭
和
四
十
四
年
に
発
刊
さ
れ
、

そ
の
後
、

昭
和
五
十
六
年
に
町
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

郷
土
誌 

研
究
家
窪
田
仲
市
郎
委
員
を
中
心
に
改
訂
執
筆
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
、

平
成
二
年
が
町
制
五
十
周
年
に
当
た
り
、

町
制
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

町
郷
土
誌
改
訂
の
運
び
と 

な
り
、

平
成
二
年
三
月
に
改
訂
の
骨
子
が
で
き
あ
が
り
、

同
年
四
月
に
、
前
郷
土
誌
編
集
委
員
を
中
心
に
、
窪
田
仲
市
郎
委
員
、
 

今
別
府
元
委
員
、

前
田
俊
明
委
員
、
深
迫
敦
雄
委
員
、

小
谷
重
義
委
員
、
廣
山
忠
義
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
、

平
成
三
年
八
月
刊
行 

を
め
ど
に
平
成
二
年
四
月
か
ら
編
集
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
編
集
方
針
と
し
て
、⑴

既
刊
誌
を
土
台
と
し
て
尊
重
し
な
が
ら
、

過
去
十
年

間

の

産

業•

経

済
•

社
会
の
変
遷
し
た 

事
象
や
、

不
足
の
部
分
を
補
足
す
る
。⑵

図
表
や
写
真
を
多
く
し
、

で
き
る
だ
け
用
語
や
文
章
を
分
か
り
や
す
く
、

現
代
的
で
親 

し
ま
れ
る
読
み
物
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
事
項
を
確
認
し
て
編
集
作
業
を
進
め
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
一
年
余
り
の
短
時
日
で 

脱
稿
、
印
刷
の
段
階
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
執
筆
者
各
位
の
熱
意
と
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
既
刊
郷
土
誌
の
原
文
や
、
写

真
• 

資
料
な
ど
を
多
用
で
き
た
た
め
で
あ
り
、
既
刊
誌
の
編
集
に
当
た
ら
れ
た
諸
氏
に
深
く
感
謝
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
 

委
員
各
位
に
は
、

一
〇
回
以
上
の
会
議
に
出
席
い
た
だ
き
、
資
料
の
収
集
、
原
稿
の
執
筆
、
写
真
の
撮
影
な
ど
、

昼
夜
を
分
か 

た
ず
に
奔
走
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
九
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
、
す
ば
ら
し
い
郷
土
誌
の
完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た



こ
と
に
対
し
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
多

く

の

機

関•

団

体
•

個
人
の
方

 々

に
よ
る
資
料
の
提
供
、

ご
援
助
と
ご
教
示
を
頂
い
た
こ
と
に
対
し
て
も
心 

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
完
ぺ
き
を
期
し
た
つ
も
り
で
も
、

あ
れ
こ
れ
不
備
や
欠
陥 

が
あ
り
、
ご
期
待
に
添
え
な
か
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。

な
に
ご
と 

に

も

「
真
実
を
求
め
ま
し
た
が
、
完
全
は
あ
り
得
な
い
」

こ
と
を
ご
理
解 

い
た
だ
き
、
寛
大
に
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

本
誌
が
広
く
町
民
の
皆
様
に
愛 

読
活
用
さ
れ
、
牧
園
町
の
活
性
化
、

発
展
に
役
立
て
ば
こ
の
上
も
な
い
幸 

せ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
刊
行
に
つ
い
て
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
第
一
法 

規
出
版
株
式
会
社
に
対
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
年
四
月
十
日

牧
園
町
郷
土
誌
編
集
委
員
会
事
務
局

万

造

寺

美

行

万
造
寺今

別
府 

深

迫
窪

田
 

小

谷
乂
刖
田 

梶

原
廣

山



牧
園
町
郷
土
誌
編
集
執
筆
分
担 

第

一

編

自

然

・

地

誌 

小

谷

重

義
 

第

二

編

牧

園

の

神

話 

今

別

府

元
 

第

三

編

原

始
•

古
代

第
一
章
〜
第
三
章 

万
造
寺
美
行 

第
四
章
〜
第
六
章 

今

別

府

元
 

第
七
章 

窪
田
仲
市
郎 

第
八
章 

今

別

府

元
 

第

四

編

中

世
 

今

別

府

元
 

第

五

編

近

世
 

窪
田
仲
市
郎 

第

六

編

近
 

代 

窪
田
仲
市
郎 

第

七

編

現

代

第

二

早

一

政
.
治 

小

谷

重

義
 

二

財

政
 

前

田

俊

明
 

三
〜
六 

深

迫

敦

雄
 

第
二
章
〜
第
三
章 

深

迫

敦

雄
 

第
四
章 

前

田

俊

明
 

第
五
章 

万
造
寺
美
行 

第

八

編

観

光
 

廣

山

忠

義

第

九

編

社

寺
•

史
跡

第

一

章

一

〜

六
 

窪
田
仲
市
郎 

七
〜
八 

万
造
寺
美
行 

第
二
章
〜
第
四
章 

窪
田
仲
市
郎 

第

四

章

四

〜

七
 

万
造
寺
美
行 

第

十

編

民

俗
 

深

迫

敦

雄
 

第

十

一

編

牧

園

町

の

発

展 

万
造
寺
美
行 

写

真
 

廣

山

忠

義
 

〃 

町
広
報
課
他 

事
務
局

牧
園
町
教
育
長 

原

田

浩

幸
 

社
会
教
育
課
長 

梶

原

茂

信
 

社
会
教
育
指
導 

万
造
寺
美
行 

事
務
嘱
託



現教育長迫田育郎

現町役場各課長

後列左から

宇都口 •長崎•曾山•宮原（広）•芦谷•黒木•川野

二列目

梶原•宮原（満）•大重•堀之内

前列左から

永吉•徳永•山内•繁田



表年

年 号 西暦 事 項

昭和 57 1982 多目的営農研修施設完成（中津川）。第16回全日本高等学 

校馬術競技大会牧園牧場で開催。

〃 58 1983 関平温泉飲料水化施設完成。牧園町青少年健全育成町民会 

議発足。

〃 59 1984 小谷大橋完成。第35回全国植樹祭、天皇陛下自然教育の森 

で杉苗お手植え。

〃 60 1985 町立学校給食センター完成。第1回鹿児島県レクリエーシ 

aン大会を保養センターで開催。三体太鼓踊り復活。霧島 

スカイライン無料化。

〃 61 1986 栗川大橋完成。横瀬地震。第1回霧島高原ジャンピングサ 

マーフェスティバル開催。総合運動場建設開始。九面太鼓 

に女子部誕生。

〃 62 1987 三体幼稚園木造園舎完成。第1回霧島高原サイクルジャン 

ボリー開催。

〃 63 1988 日の出温泉「きのこの里」完成。役場事務コンピューター 

化。 関平鉱泉新販売所完成。牧園高校馬術部全国馬術大会 

で優勝。万膳小学校新校舎完成。町新庁舎用地買収始まる。

平成 元 1989 坂本龍馬•お龍像完成。界子仏•高天原遺跡発掘調査。

〃 2 1990 大関霧島関誕生。殿湯大橋完成。日本一大茶樹全国植樹祭 

会場へ移植。県茶業振興大会牧園町で開催。中園遺跡発掘 

調査。町福祉の里オープン（塩浸温泉）。町営牧場四十周 

年記念。町制五十周年記念式典。牧園町総合振興計画策定。

〃 3 1991 大関霧島大相撲初場所で優勝。湾岸戦争（84日）。デイ• 

サービス事業開始。町新庁舎着工。
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年 表

年 号 西暦 事 項

昭和 41 1966 牧園高校畜産科募集停止。カラーテレビ本放送開始。

〃 42 1967 宿窪田〜安楽間バイパス開通。

〃 44 1969 牧園高校畜産科最終卒業式。町内中学校6校を統合し牧園 

中学校発足。中学校跡に役場移転。

小浜町（長崎県）霧島町•牧園町三町姉妹盟約。

〃 45 1970 町総合振興計画樹立。町制三十周年。

〃 46 1971 大型農道起工。台風19号による大災害発生、死者7人、被 

害総額9億4, 000万円。

// 47 1972 国民休養地建設始まる。国体開催に伴い本町で体力医学会 

開催。町政週報発行。し尿処理場（牧園•横川町衛生管理 

組合）開設（宿窪田）。鹿児島空港（溝辺）開港。

〃 48 1973 土地開発公社発足本町加入。国分北消防署（高千穂小谷） 

開設。国民休養地開設。文化財保護運動発足。大霧開拓団 

二十五周年記念式。

〃 49 1974 第1回霧島競馬（牧園牧場）開催。

〃 51 1976 各校区に公民館組織完成。住民生活相談室スタート。 

関平温泉の施設その他一切が完全に町有となる。

町文化協会発足。九面太鼓神宮奉納で初登場。

〃 52 1977 広域農道牧園〜栗野間開通。第11回全日本高校馬術競技大 

会（牧園牧場）に常陸宮殿下御来町。馬込地区の甌穴群、 

曾我どん墓（宝篋印塔）を町文化財に指定。

〃 53 1978 北始良清掃センター竣工操業開始（万膳）。雇用促進住宅 

牧園宿舎竣工（高千穂）。中津川小学校屋内体育館落成。 

県農村センター、農業大学校となる。

〃 * 1979 牧園町老人福祉センター完成（宿窪田）。三体小学校屋内 

体育館落成。高千穂授産所閉鎖。農村婦人の家竣工発足 

（万膳）。伊佐•北始良火葬場（菱刈）管理組合に本町加入 

発足。

〃 55 1980 牧園町総合振興計画策定。万膳小学校屋内体育館落成。

生活改善センター落成発足（三体堂）。持松小学校屋内体 

育館起工式。B&G財団牧園海洋センター落成発足（高千 

穂）。町制四十周年記念祭（町民憲章、町民歌、まきぞの 

音頭発表）。「馬の温泉」町営牧場に完成。町商工会館完 

成。塩浸温泉センター改築（完成）。第1回霧島国際音楽 

祭開催。
〃 56 1981 持松校区公民館落成（持松）。高千穂校区自治公民館区域 

編成替え（4地区を8地区に編成）。青少年の家完成。持 

松小学校屋内運動場落成。郷土誌改訂版千部発行。
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表年

年 号 西暦 事 項

昭和 2 1927 鹿児島線を肥薩線と改める。

〃 4 1929 林田温泉発見。与謝野夫妻霧島来訪。

〃 6 1931 満州事変起こる。

〃 9 1934 霧島国立公園指定される。塩浸発電所送電開始。

〃 10 1935 天皇陛下行幸される。

〃 12 1937 日華事変（日中戦争）。

〃 14 1939 第二次世界大戦。

〃 15 1940 牧園町制施行。町観光協会発足。任意団体として、町商工

会発足。

〃 16 1941 太平洋戦争開戦。町森林組合設立。

〃 17 1942 持松•笹段〜霧島間道路開通。

〃 20 1945 空襲により牧園駅前戦災。太平洋戦争終結。

県立加治木中•女学校牧園分校開設。米海兵隊鹿児島市進 

駐。

〃 21 1946 和気神社建立（中津川犬飼）。桜島噴火。新憲法公布。

〃 22 1947 下中津川飛地を大字高千穂とする。

各校区に新制中学校創立。初の知事•市町村長公選。

〃 23 1948 県立加治木高校分校（全日制）に新たに町立定時制牧園高 

校を併設。町農業協同組合設立。町農業共済組合独立。

〃 24 1949 加治木高校牧園分校、県立牧園高校として独立。

ジュディス台風により旧硫黄谷温泉全壊。国立鹿大発足。

〃 25 1950 農林省鹿児島種馬所廃止、牧園町営牧場として経営開始。 

総合運動場起工。町上水道工事着工。

〃 27 1952 定時制牧園高校農業科を畜産科に改める。町営住宅建設着 

エ。

〃 28 1953 町営牧場軽種馬育成開始。中津川地区水道施設竣工。

〃 29 1954 牧園高校講堂落成。持松•三体•万膳•高千穂の各中学校 

独立校となる。新湯災害発生（台風5号）死者9人。

〃 30 1955 関平温泉の泉源を町有に払い下げ。町奨学資金制度発足。

〃 31 1956 万膳地区•牧園地区水道施設竣工。桜島大爆発。

〃 32 1957
町営牧場、籁羊70頭講入。鹿児島市鴨池空港開港。

〃 34 1959 新燃岳爆発。条例改正により議員定数20人とる。

〃 35 1960 農村センター創設。町章決定。国民健康保険制度発足。

町制二十周年記念事業。町広報1号発行。町商工会発足。

〃 36 1961 国民年金制度発足。町体協発足。霧島スカイライン開通。

〃 37 1962 牧園駅を「霧島西口駅」と改名。有線放送開始。 

皇太子御夫妻御来町、林田に一泊される。

〃 39 1964 霧島•屋久国立公園と改称。
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表年

年 号 西暦 事 項

明治 2 1869 常備隊をおく。版籍奉還。

〃 4 1871 廃藩置県。踊郷正則学校発足。

踊（牧園）は都城県に編入。郡長・戸長をおく。

外城常備隊解散。

〃 6 1873 美々津、都城県廃止。踊（牧園）鹿児島県となる。第25郷

校発足。

〃 8 1875 新湯温泉発見。踊郵便所創始。

〃 10 1877 西南の役。

〃 13 1880 霧島山噴火（御鉢爆発）。県会議員選挙。

〃 16 1883 宿窪田•三体•万膳と下中津川•上中津川•持松の2か村

に分かれる。

〃 17 1884 浅谷用水路竣成。

〃 21 1888 霧島山噴火（降灰4、5里に及ぶ）。

〃 22 1889 町村制実施。踊郷を牧園村と改め、宿窪田以下6か村を大

字に改め、村役場をおく。霧島山噴火（響激雷の如し…）。

〃 23 1890 衆議院選挙。第1回帝国議会。教育勅語発布。

〃 24 1891 霧島山噴火（降灰のため草木枯れる）。

〃 27 1894 清国に対し宣戦布告、翌年講和。

〃 28 1895 霧島山噴火（家屋22軒、4人惨死）。

〃 29 1896 国立種馬牧場牧園村に開設。桑原郡、始良郡となる。

霧島山噴火。

〃 30 1897 八代〜鹿児島間鉄道敷設起工。

〃 31 1898 霧島山噴火（宮崎•松山•高知で爆音を聞く）。

〃 33 1900 同 上（5人の死傷者あり）。

〃 34 1901 間手原温泉（間手原）発見。鹿児島〜国分間鉄道開通。

〃 36 1903 国分一吉松鉄道開通。製材所浅谷に開設。

〃 37 1904 日露戦争、翌年講和。

〃 38 1905 ラムネ温泉発見。霧島山噴火。

〃 40 1907 鹿児島種馬所と改称（高千穂）。

〃 41 1908 牧園駅営業開始。義務教育4年から6年へ延長。

〃 42 1909 八代〜鹿児島間鉄道全線開通。

大正 2 1913 霧島山噴火。

〃 3 1914 霧島山噴火（1月8日）。桜島大爆発（1月12日）。

第一次世界大戦。

〃 5 1916 水力発電工事開始。

〃 10 1921 妙見発電所送電開始。

〃 12 1923 ノカイドウ、天然記念物に指定される。

〃 13 1924 小作争議（清水•国分•東襲山）。
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年 表

年 号 西暦 事 項

寛延 3 1750 玄竜寺墓石铭。

宝暦 2 1752 折橋温泉発見。

〃 3 1753 木曾川治水工事手伝いの幕命を受ける。

〃 5 1755 木曾川治水工事完成。

〃 12 1762 中津川小前の田の神。

明和 4 1767 板碑（三体堂•永岩下の田のあぜ）。

〃 5 1768 7年間の厳重倏約を達せられる。

〃 6 1769 栗川の田の神。

〃 8 1771 霧島山噴火（降灰数里の田埋没。草木鶴げ枯れる）。

聖神社（横瀬）創建。

安永 3 1774 再度の7年間の倏約を達せられる。

〃 4 1775 石敢当（持松甲辺）碑銘。

〃 8 1779 玄竜寺墓石銘。桜島噴火死者150人余。つぶれ家500戸。

〃 9 1780 外城衆中を郷士と改む。

天明 7 1787 玄竜寺墓石銘。重豪隠居、斉宣襲封。

寛政 5 1793 「成形図説」編集始まる（重豪、白尾国柱に命ず）。

〃 12 1800 浜之市（隼人）新田竣工。

文化 2 1805 温泉神社（安楽）境内石碑銘。

〃 3 1806 塩谩一温泉発見0
〃 6 1809 斉宣隠居、斉興襲封。

〃 8 1811 日の出温泉発見（文政3年ともいう）。

〃 11 1814 田原の田の神。

〃 12 1815 田の神像（横瀬）。水神（城ヶ後）碑銘。

文政 2 1819 丸尾温泉発見。

〃 4 1821 霧島山噴火（中岳の絶頂から発火……）〇

〃 6 1823 花林長春（東郷源七郎の姉）墓碑銘。

〃 8 1825 阿久根郷士、宇治に赴き製茶法伝習、阿久根茶を名産とす。

天保 3 1832 関平温泉発見。

〃 14 1843 『三国名勝図会』60巻成る。

嘉永 3 1850 山之湯温泉発見。

〃 4 1851 斉興隠居、斉彬公襲封。

〃 6 1853 ペリー来航。

安政 5 1858 斉彬没、忠徳（忠義）襲封。

万延 元 1860 桜田門外の変。有村治左ヱ門参加。

文久 2 1862 栗川温泉（高千穂）発見。寺田屋事件。生麦事件。

慶応 元 1865 横瀬温泉発見（上中津川）。

〃 2 1866 坂本龍馬夫妻塩浸温泉に湯治。犬飼滝など訪れる。

〃 3 1867 王政復古。大政奉還。
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表年

年 号 西暦 事 項

寛永 12 1635 牛馬改めをし、牛馬札交付される。

〃 13 1636 玄竜寺跡（三体堂音川山）墓石銘。加治木銭鏡造をやめる。

〃 17 1640 山ヶ野金山発見。

万治 2 1659 霧島山噴火〜1661年に至る。

寛文 2 1662 同 上〜1664年に至る。

〃 3 1663 加治木西別府川工事、新田開発。

〃 6 1666 飯富神社境内、奉寄進石碑銘。国分に新田高500石開発（新 

川による）。

〃 7 1667 水神（下中津川荒田橋）碑銘。

〃 8 1668 伊邪那岐神社境内の仁王像銘。

延宝 5 1677 霧島山噴火、翌年まで続く。

貞享 4 1687 光久隠居、孫綱貴継ぐ。

元禄 元 1688 錄投温泉（三体堂）新納久辰増築。

〃 3 1690 霧島山噴火（降灰数日に及ぶ）。

〃 6 1693 板碑（三体堂さん角堂下）銘。鹿児島に大雨洪水。

〃 9 1696 鹿児島に大火、城の本丸以下焼失。

宝永 2 1705 霧島山噴火（神社塔焼失）。

〃 4 1707 玄竜寺墓地墓石銘（三体堂）。

〃 6 1709 同 上 。

〃 7 1710 殿湯温泉発見（享保のころともいう）（高千穂）。

正徳 4 1714 硫黄谷温泉発見（高千穂）。

〃 5 1715 飯富神社境内、山の神碑銘。

享保 元 1716 霧島山噴火（降灰田畑埋没）。東郷源七郎墓舎利塔碑銘。

荒神さあ（犬飼、満田氏宅庭）碑銘。

〃 2 1717 霧島山噴火（田畑埋没）。

〃 6 1721 吉貴隠居、継舞継ぐ。

〃 12 1727 諸外城飢饉、葛などを食料とする。

〃 13 1728 東光寺墓石銘（役場前）。前年来飢饉。 

板碑（宇都口 •上井宅上の山林）銘。

〃 17 1732 西国筋一帯飢饉。薩摩は甘語があるため飢民なし。

〃 20 1735 田の神像（竪神社境内）持松（県内で10位、町内の田の神像

中一番古い）S

元文 元 1736 琉球から孟宗竹2本送られ、磯別邸に植栽される。

〃 5 1740 太良温泉発見（万膳）。

寛保 2 1742 墓石銘（三体宇都ロ、松田方前の田）。

延享 元 1744 栄之尾温泉発見（高千穂）。

〃 3 1746 島津継豊隠居、宗信襲料。ろ

寛延 2 1749 水手屋敷1畝に付き、棕相1本植え付けと定められる。
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年 表

年 号 西暦 事 項

永津 7 1564 義弘、加久藤、飯野に鎮し、夫人を加久藤におく。

〃 9 1566 霧島山噴火。義久、守護職を継ぐ。

〃 10 1567 義弘、踊を領す。

〃 12 1569 義久、肝付兼盛に上三体堂を加封。義弘、錄投温泉を訪れ 

る。

元亀 3 1572 木崎原の戦い、義弘、伊藤兵を破る。

天正 元 1573 肝付兼盛踊を領す。

〃 2 1574 霧島山噴火（天地震動す……）O

〃 4 1576 同 上（4年より6年に至り活動あり）

〃 10 1582 温泉神社修理（肝付弾正修理）。

〃 12 1584 家久、肥前有馬氏と竜造寺氏の兵と島原に戦い、竜造寺隆 

信を倒す。

〃 14 1586 肝付兼寛、踊（牧園）を領す。島津氏、九州制覇。

〃 15 1587 霧島山噴火。秀吉、出水に入る。島津氏、秀吉に降る。

〃 16 1588 同 上（申酉の間大地震）

〃 18 1590 秀吉、全国平定。義弘、飯野から栗野松尾城へ移る。

文禄 元 1592 文禄の役、義弘、栗野から出陣。

〃 4 1595 肝付兼三、（三体堂領）を薩摩喜入に移す。義弘、栗野から 

帖佐に移る。薩•隅•日の文禄検地（石田三成）終わる。 

福永助十郎（田原）朝鮮の役で虎狩り。

慶長 3 1598 霧島山噴火（5年に至る）。秀吉死去。征明軍撤退開始。

〃 5 1600 関ヶ原の役。

〃 7 1602 津曲氏、曖として高山から来郷。家康、薩•隅•日所領安堵。

〃 11 1606 島津忠恒、家久と改名。国分梅木に煙草試植（服部宗重）。

〃 12 1607 義弘、平松から加治木に移住。

〃 18 1613 霧島山噴火（翌年まで続く）。

〃 19 1614 東郷源七郎忠直、三体堂村に移る。

兀和 兀 1615 霧島山噴火。一国一城の制定まる。

〃 3 1617 同 上（翌年まで続く）。

〃 6 1620 島津家久、源七郎忠直に三体堂村714石の地を与う。

〃 7 1621 東郷源七郎墓石銘（田原）。

〃 9 1623 持松村を踊郷に合併。踊郷創設（『県地名辞典』）。

寛永 元 1624 明ばん温泉発見（高千穂）。

家久、新納四郎忠直に三体堂村を与う〜至1643年。

〃 4 1627 県下の田に虫害あり、翌年にかけて飢饉となる。

〃 5 1628 霧島山噴火（社寺宝物焼亡）。

〃 9 1632 初めて一向宗改めをし、日向高原その他諸所の門徒を処分 

する。
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表年

年 号 西暦 事 項

弘安 4 1281 蒙古軍来襲（弘安の役）。

元弘 3 1333 鎌倉幕府滅亡。

建武 元 1334 建武の新政。島津貞久、大隅国守護職に補せられる。

〃 2 1335 横川町赤水の岩戸観音造立。このころ真幸院は日下部氏か

ら北原氏へ。

延元 3 1338 足利尊氏、幕府創設。

〃 4 1339 栗野稲葉崎黄金塔建立。

正平 17 1362 日崎（持松）の宝塔。曾我どん墓（三体堂中福良）宝篋印

塔（康安2年）。

〃 18 1363
島津論久（総州家）は薩摩国守護。島津氏久（奥州家）は

大隅国守護。

元中 9 1392 南北朝合一。

応永 11 1404 幕府、島津元久を日向•大隅の守護に補する。

〃 16 1409 元久、薩摩守護職に補せられる。

〃 32 1425 島津忠国、薩•隅•日三国の守護職に補せられる。

永享 9 1437 伊邪那岐神社（妙見神社）税所介敦武建立。税所氏、踊を

領す（永享中）。

応仁 元 1467 応仁の乱起こる。

文明 15 1483 税所氏の没落。

永正 7 1510 このころ以降、薩•隅•日三国大いに乱れる。

大永 元 1521 臼崎・持松、樺山長久（北郷資忠二男）所領。

〃 4 1524 霧島山噴火。

〃 6 1526 北原氏、踊（牧園）を領す。

〃 7 1527 勝久、貴久に家督を譲る。

享禄 元 1528 北原氏の最盛期、栗野•横川•踊（牧園）、北原氏領す。

天文 4 1535 北原兼守、踊（牧園）の領主。

〃 11 1542 島津忠良•貴久、北原祐兼と結ぶ。

〃 12 1543 鉄砲伝来（種子島）。

〃 18 1549 キリスト教伝来。世戸ロ •持松、北郷忠相所領。

〃 19 1550 北原兼親、踊（牧園）の領主。島津貴久、鹿児島城に入る。

〃 20 1551 下石坂甚介氏（石坂）先祖位牌銘。

〃 21 1552
竪神社（持松）、北郷晟相•忠親建立。

〃 23 1554 霧島山噴火。島津貴久、岩剣城攻囲、この合戦に島津軍鉄

砲を使用し岩剣城落零

永禄 5 1562 このころ北原氏に内訂あり。踊城（牧園）主白坂佐渡介、

島津氏に降る。菱刈隆秋、島津氏に帰服、横川城を与えら

れる。

〃 6 1563 貴久、伊藤氏と戦い敗北。
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年 表

年 号 西暦 事 項

天平 2 730 大隅•薩摩の百姓いまだ班田せず、旧に従って墾田を許す。

〃 12 740
藤原広嗣の乱に隼人軍先’蠶となって活躍。

〃 14 742 霧島山噴火。大隅国大地震。

〃 15 743 墾田永世私財法。

〃 18 746 日向国大暴風雨。養蚕損傷、調庸を免ぜられる。

天平勝宝7 755 大隅国、菱刈郡を設置。

天平神護2 766 道鏡法王となる。日•薩•隅大風、桑麻損す。柵戸の調庸

を免ず。

神護景雲3 769 和気清麻呂、大隅（牧園町下中津川犬飼）に流される。

宝亀 元 770 和気清麻呂配所より召し返さる。

〃 3 772 中臣習宜阿曾麻呂が大隅守となる。

延暦 7 788 霧島山大噴火（峰下5. 6里沙石積もること2尺……）。

〃 10 791 豊後•日向•大隅など飢饉。

〃 13 794 奈良から京都（平安京）に遷都。

〃 19 800 大隅•薩摩咚国百姓の墾田を収め、初めて班田を行う。

弘仁 6 815 薩摩の国、連害により田租を免ず。

延喜 元 901 飯富神社創立（応和年間961〜963ともいう）。

天慶 8 945 霧島山噴火（猛火熾んにしてやまず……）〇

応和 3 963 性空上人、霧島六社権現を開く。

治安 元 1021 税所篤如、正八幡宮並びに霧島宮司職に補任さる。

万寿 3 1026 平季基、島津荘を開発する。

天永 3 1112 霧島山噴火（西峰噴火、神社焼けず……）。

永久 元 1113 同 上（社殿焼けず）。

康治 元 1142 安楽温泉発見。温泉神社創立。

応保 2 1162 条里制記録に、三体堂田初見。

仁安 2 1167 霧島山噴火（西生寺殿堂焼崩……）〇

文治 元 1185 平氏滅亡。島津忠久、島津荘下司職に補任。

〃 2 1186 忠久、地頭職に封ぜらる。藤原篤頼、用松（持松）15町を

領す（建久中）。

建久 3 1192 頼朝征夷大将軍、幕府創設。

〃 8 1197 薩•隅•日三州図田帳なる。

建仁 2 1202 八幡神社創立（万膳）。

承久 元 1219 源氏滅亡。承久のころ、横川藤兵衛尉時信、横川を領す。

〃 3 1221 承久の変。

文暦 元 1234 霧島山噴火（社寺什宝等焼失す）。

文永 11 1274 蒙古軍来襲（文永の役）。

建治 2 1276 博多湾防備の石築地造築始まる。持松15尺、一上一三.体堂6

尺、下三体堂6尺の造築割り当てあり。
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表年

立牧園町郷土誌年表

....線は郷土関係

年 号 西暦 事 項

縄文時代の土器破片、持松•三体堂•万膳地区の高原地帯 

から出土している。

• 7〜8000年ほど前（早期）の土器

• 5〜6000年ほど前（前期）の土器

• 4〜5000年ほど前（中期）の土器

• 3〜4000年ほど前（後期）の土借

57 倭奴国、後漢に遣使。

熊襲背く。
たける

日本武尊、川上梟帥を殺す。

239 卑弥呼、魏に遣使。

允恭 元 412 額田部湯座連を薩摩に遣わし隼人を征した。

538 仏教伝来（552）„

敏達 14 585 敏達天皇の殯宮を隼人に守らせる。

大化 元 645 大化改新。

天武 元 672 この年、大隅台明寺が建てられる（国分）。

〃 11 682 隼人上京、方物を貢する。大隅隼人•阿多隼人の天覧相撲

で大隅隼人が勝つ。

〃 14 685 天武天皇、畿内隼人の大隅直に忌寸の姓を賜う。

持統 6 692 筑紫大宰、河内王に詔して沙門を大隅と阿多に遣わし、仏 

教を伝えさせた。

文武 3 699 太宰府に三野（宮崎県）、稲積（牧園）の二城を修築させ 

る。

大宝 元 701 律令制度完成。

〃 2 702 唱更国内要害の地に柵を建て戍をおく。 

薩摩•多撤両国創置。

和銅 3 710 隼人らに宴を賜い位を授け禄を賜う。平城京遷都。

〃 5 712 『古事記』完成。

〃 6 713 日向国肝付•贈於•大隅•始良の四郡を割き大隅国をお

<o

養老 4 720 『日本書紀』最終的にできあがる。隼人反乱、大隅国守陽 

候史麻呂殺さる。大伴旅人、隼人を征討。

〃 7 723 大隅•薩摩二国の隼人624人朝貢し、風俗歌舞を奏す。 

三世一身法。
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坂本龍馬お龍新婚湯治碑

（実姉坂本乙女あて）



坂本龍馬の手紙

「其の山の大形ハ」（上掲手紙左端部のスケッチ）




